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仲秋の候、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。ここ最近の、自然災害のすさまじ

さには圧倒されるばかりですが、一方で自然の恵みにも喜ぴを感じる昨今です。

おかげさまで当法人も、設立より 1年を迎えました。東日本大震災を契機とした活動で、晴中模索

の中進んでまいりましたが、何とか続けてこられましたのは皆様の温かいご支援の賜物と、深〈感謝

申し上げます。今後とも、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

広域避難 者支援活動 福興 サ ロン和 につ いて

最近、今後の避難者への支援はどうあるべきか、ということを者える研1多や勉強会が各地

で盛んにおこなわれています。その中で、他の都道府県の取り組みを聞かせていただくと、

やはり行政や民F83の団体やそれぞれの方法を、うま<取り入れた活動が行われているのだな、

と感じています。たとえば、愛知県などでは、避難世帯にお米を年に 2国家庭訪間にてプレ

ゼントし、近況の把握や困ったことがないかを聞き取りしているそうです。

一方で、ほかの都道府県で 1よ、住宅の提供が打ち切りになってしまい、ほかの福祉的な支

援につなげることなく、退去せざるを得なかったという事例も発生しています。

緊急的に避難した土地の選択や、行政の取り組み方によつて、支援に大きな格差が出てい

る状況は、やはり理不尽だと言わざるを得ません。

避難者の方
～

のおかれた状況は、とても個別 fヒ しており、もともとの生活課題に直面して

いるケースもあります。ですが、困つている人がそこにいれば何かの手助けをしよう、とい

うあたたかしヽ主壌を作つていけたら、と思います。

今年度に入り、広域避難者への支援にもやっと注目が集まつておりますが、今後おこる間

題を予測し、事前に対策をしておかなければならない局面にきているのではないか、と思つ

ており、様々な団体のみなさんと連携体制をとつていきたいと考えています。

:当法人の活動に、こ寄附 。お視い等いただいた皆様 (平成 26年 9月)※順不同

: フォトアルバム 佐藤様 ・ 親子∃ガ 松田様 ・ リフレクソロジー 金様

: NPO法人むすびらき 東様・市′|1栄光堂様・キッチンNagomiを ご利用<ださつた全てのお客様

: キッチンNagomi l」 ニューアルオープンに際して各方面よりお祝いを頂戴いたしました。

1 本当にありがとうございました !物心ともどもご支援くださる皆様に、心より御礼申し上げます。
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